
１ 「コシヒカリ」の栽培基準例（湖辺平坦）
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収量構成の目安(510～540kg/10a)

収量構成 目 安

380～400穂 数 本／㎡（ ）
70～ 75一穂籾数 粒／穂（ ）

28,000～30,000㎡当籾数 粒／㎡（ ）
85登熟歩合（％）

21.0～21.5玄米千粒重（ｇ）

品質向上のためのポイント

①土壌診断に基づく土づくり、深耕を行う。 ②地力の高い地域では基肥、追肥を減量する。
③穂肥は生育に基づき適正量を施用する。 ④生育過多・籾数過剰となりやすい５月上旬植は行わず、５月中下旬植を行う。
⑤過剰分げつを抑えるため細植え、疎植を行う。 ⑥早めの溝切り・中干し、出穂前後各３週間の常時湛水を行う。
⑦発生予察に基づく適期防除を行う（カメムシ、いもち病、紋枯病） ⑧畦畔２回連続草刈りを徹底する(出穂2～3週間前と出穂期の２回連続)
⑨収穫５日前までは水を入れる ⑩刈り遅れず、適期に収穫する。

品質の目標

項 目 目標値

整粒歩合 80％以上

玄米ﾀﾝﾊﾟｸ(水分15%) 6.5％以下

玄米水分 15％


